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西東京市

一般質問（1）

平成 22 年 8 月 15 日　発行

　　　　　　　　（自民）

　　　　　　　　　（公明）

　　　　　　　　（民主・社）

　　　　　　　　　（共産）
（生ネ）

（無所属）

一般質問の要旨

西東京自由民主党

西東京市議会公明党

民主党・社民クラブ

日本共産党西東京市議団

生活者ネットワーク
無所属

凡　例

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の
ま
ち
づ
く
り
と

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

田
中　

の
り
あ
き
︵
自
民
︶

こ
れ
ま
で
の
質
疑
の
検
証
と
進
捗
状
況

市
民
要
望
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

大
塚　

光
男
︵
自
民
︶

風
土
を
つ
く
る
屋
敷
林
の
保
全
対
応
は

道
路
買
収
に
よ
る
残
地
処
分
の
対
応
は

鈴
木　

久
幸
︵
自
民
︶

緑
・
き
れ
い
な
空
気
・
新
鮮
な
野
菜

市
民
の
命
を
守
る
農
業
を
振
興
せ
よ

遠
藤　

源
太
郎
︵
自
民
︶

行
政
は
短
期
・
長
期
の
目
線
を
も
っ
て

市
民
要
望
の
着
実
な
実
施
を
!!

稲
垣　

裕
二
︵
自
民
︶

子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
は
不
要
だ

田
無
駅
東
側
踏
切
の
拡
幅
を

海
老
沢　

進
︵
自
民
︶

状
況
を
把
握
し
、
努
力
す
る
。

農
産
物
の
地
産
地
消
は

市
民
参
加
や
協
働
で
。
持
続
の

た
め
行
政
が
積
極
的
に
関
与
を
。

農
業
者
、
市
民
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
都
市
と
農
業

が
共
生
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
都
市
農
地
を
保
全
す
る
。

毎
年
小
学
校
の
運
動
会

を
見
て
感
動
し
て
い
る
が
、
男

女
混
合
の
徒
競
走
は
気
に
な
る
。

特
に
高
学
年
は
、
第
２
次
成
長

期
や
男
女
の
発
達
の
違
い
が
配

慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

学
校
の
自
主
性
を
尊
重

し
つ
つ
今
後
研
究
し
て
い
く
。

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
と
し
て
中

学
校
給
食
は
将
来
ど
う
あ
る
べ

き
か
の
長
期
展
望
は
。

　

自
校
方
式
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
承
る
。

以
前
の
説
明
で
は
平
成

23
年
４
月
が
開
始
予
定
で
あ
っ

た
が
、
中
間
報
告
で
は
な
ぜ
、

平
成
23
年
９
月
に
な
っ
た
の
か
。

　

調
理
業
務
委
託
の
必

要
人
員
手
配
及
び
調
理
機
器
操

作
習
熟
に
期
間
が
必
要
で
あ
る
。

地
場
野
菜
の
活
用
は
。

　

で
き
る
だ
け
地
元
産

の
安
全
で
高
品
質
な
農
産
物
を

用
い
て
い
き
た
い
。

（
仮
称
）
東
伏
見
市
民
サ
ー
ビ

ス
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

今
年
度
、
市
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
た
の
か
。

こ
れ
は
、
空
き
店
舗
を

活
用
し
た
施
設
で
あ
り
、
公
共

施
設
と
し
て
の
機
能
の
ほ
か
、

地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
地

域
住
民
の
協
力
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
関
係
者
と
も
連
携
を

と
り
、
協
議
を
重
ね
て
い
き
た

い
。

施
設
の
場
所
が
確
保
で

き
ず
に
開
設
で
き
な
い
の
で
は

困
る
。
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

早
過
ぎ
ず
、
遅
過
ぎ
る

こ
と
な
く
テ
ン
ポ
よ
く
や
る
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
助
成

都
の
補
助
制
度
を
利
用

し
、
市
で
も
助
成
制
度
を
。

見
直
し
が
可
能
な
ら
ば
、

対
象
に
で
き
る
か
検
討
す
る
。

留
所
の
位
置
は
ど
う
す
る
の
か
。

具
体
的
な
位
置
は
、
今

後
、
関
係
機
関
と
協
議
す
る
。

田
無
高
校
南
側
の
「
緑

と
歴
史
の
散
歩
道
」
は
、
当
初

の
目
的
が
風
化
し
危
険
で
あ
る
。

車
と
自
転
車
の
事
故
防

止
対
策
を
検
討
し
た
い
。

公
園
等
の
雑
草
は
、
結

実
す
る
前
に
除
草
せ
よ
。
回
数

も
年
２
回
か
ら
３
回
に
ふ
や
せ
。

全
地
域
で
は
難
し
い
が
、

Ｉ
Ｈ
Ｉ
跡
地
Ｂ
敷
地
が

転
売
さ
れ
た
。
地
区
計
画
変
更

手
続
と
住
民
説
明
会
を
せ
よ
。

説
明
を
事
業
者
に
求
め
、

手
続
は
条
例
に
よ
り
行
う
。

Ｉ
Ｈ
Ｉ
跡
地
開
発
周
辺

道
路
の
横
断
歩
道
等
の
住
民
要

望
に
長
期
間
応
え
て
い
な
い
が
。

田
無
警
察
に
改
め
て
要

望
と
状
況
確
認
を
す
る
。

Ｉ
Ｈ
Ｉ
跡
地
の
開
発
地

域
に
設
置
さ
れ
る
は
な
バ
ス
停

な
い
の
か
。

学
校
運
営
上
、
一
定
の

児
童
数
は
必
要
だ
が
、
均
等
化

す
る
た
め
に
、
区
域
を
越
え
て

学
級
を
編
制
す
る
の
は
困
難
だ
。

西
東
京
市
の
風
土
を
つ

く
っ
て
い
る
屋
敷
林
の
保
全
は

必
要
だ
と
考
え
る
。
市
は
そ
の

保
全
の
た
め
固
定
資
産
税
を
軽

減
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

税
制
上
の
優
遇
措
置
は

な
い
が
、
補
助
金
に
よ
る
助
成

策
を
講
じ
て
い
る
。

屋
敷
林
を
市
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
形
で
残
し
て
い
く

の
か
、
そ
の
対
応
に
期
待
す
る
。

ご
み
中
間
処
理
施
設
・

柳
泉
園
組
合
の
経
費
節
減
が
求

め
ら
れ
て
く
る
。
市
の
対
応
は
。

課
題
等
調
査
研
究
す
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
と
介
護
サ
ー
ビ
ス

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入

率
向
上
や
支
援
策
及
び
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
に
対
す
る

支
援
な
ど
の
取
り
組
み
状
況
は
。

加
入
を
市
報
で
周
知
し
、

施
設
の
一
部
を
連
合
会
事
務
局

の
執
務
室
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
、
補
助
金
の
見
直
し
な
ど

環
境
を
整
備
し
た
。
介
護
に
つ

い
て
は
支
援
計
画
を
作
成
し
、

計
画
的
に
研
修
を
実
施
し
た
。

は
な
バ
ス
の
見
直
し
に
つ
い
て

第
５
ル
ー
ト
（
泉
町
・

住
吉
町
）
の
見
直
し
を
。

地
域
交
通
会
議
で
運
行

時
間
の
延
長
は
検
討
し
て
い
る
。

見
直
し
は
秋
ご
ろ
実
施
し
た
い
。

住
吉
町
の
都
住
跡
地
に
つ
い
て

近
隣
住
民
や
諸
団
体
へ

の
暫
定
使
用
を
庁
内
検
討
で
。

都
は
有
償
が
原
則
と
回

答
。
今
後
も
引
き
続
き
検
討
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

本
町
小
と
保
谷
小
周
辺

の
安
全
を
確
保
せ
よ
。

４
月
に
発
生
し
た
事
故

は
大
変
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

国
体
、
教
育
現
場
で
の
「
テ

*

ィ

ー
ボ
ー
ル
」
の
取
り
組
み
は

提
案
し
た
地
域
資
源
の

「
早
大
」
の
活
用
等
の
状
況
は
。

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
国
体
に
向
け
広
く

市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
取
り

組
む
。
小
学
校
13
校
、
中
学
校

２
校
で
授
業
予
定
。
新
教
材
で

あ
り
指
導
者
を
育
成
し
た
い
。

市
が
買
収
し
た
都
市
計

画
道
路
の
残
地
処
分
に
つ
い
て

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

形
状
や
面
積
な
ど
に
よ

り
市
が
活
用
で
き
な
い
と
き
に

は
、
隣
地
の
方
か
ら
の
希
望
に

よ
り
売
却
す
る
こ
と
も
あ
る
。

新
し
い
道
路
が
で
き
て

既
存
道
路
が
寸
断
さ
れ
る
と
、

住
宅
地
で
は
生
活
環
境
が
変
わ

る
可
能
性
が
あ
る
。
交
通
安
全

な
ど
の
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

地
元
住
民
や
田
無
警
察

と
協
議
し
て
改
善
を
図
り
た
い
。

東
小
学
校
の
１
年
生
は

１
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
碧
山
小
学

校
は
４
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
両
校

は
通
学
区
域
が
隣
接
し
て
い
る

の
で
、
学
級
の
均
等
化
が
図
れ

め
て
い
る
。
今
年
度
も
テ
ロ
対

応
訓
練
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

「
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

制
度
」
は
不
要
だ

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

・
・
・
・
は

特
殊
な
造
語
で
あ
り
、
条
例
で

使
う
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
市

組
織
へ
の
介
入
権
限
が
強
大
な

現
状
に
対
す
る
改
善
策
は
。

都
や
鉄
道
会
社
に
踏
切

の
拡
幅
や
一
層
の
安
全
対
策
を

要
望
し
て
い
く
。

田
無
駅
北
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
の
活
用
を

ま
ち
の
活
性
化
の
た
め
、

も
っ
と
活
用
す
べ
き
だ
。
店
舗

沿
い
に
雨
よ
け
の
屋
根
設
置
は
。

市
が
共
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。
屋
根
は
構
造
的
に
困
難
。

国
民
保
護
計
画
の
実
効
化
を

核
兵
器
開
発
を
急
ぐ
北

朝
鮮
、
宇
宙
や
海
洋
で
軍
事
拡

大
に
走
る
中
国
な
ど
世
界
の
現

実
を
認
識
し
、
当
市
の
国
民
保

護
計
画
を
実
効
化
さ
せ
る
に
は
。

国
の
全

*

国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
導
入
に
向
け
準
備
を
進

一
方
、
子
供
（
ま
た
は
親
）
同

士
の
権
利
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
し

が
た
く
、
必
要
性
は
な
い
。

用
語
は
検
討
し
て
い
く
。

条
例
制
定
に
向
け
た
中
間
報
告

で
は
、
子
ど
も
の
権
利
侵
害
救

済
や
回
復
の
た
め
に
第
三
者
機

関
と
し
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

田
無
駅
東
側
踏
切
の
拡
幅
を

混
雑
時
に
歩
行
者
が
車

や
自
転
車
と
接
触
し
た
り
、
線

路
上
に
は
み
出
て
歩
く
危
険
な

と
連
携
を
し
て
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
、

都
や
工
事
関
係
者
に
対
し
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
が
最
大
限
確

保
さ
れ
る
よ
う
、
ガ
ー
ド
マ
ン

の
配
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
安

全
配
慮
を
お
願
い
し
て
い
く
。

工
事
渋
滞
の
抜
け
道
と

し
て
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
へ
の

車
両
の
進
入
が
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、
工
事
の
進
捗
の
把
握
は
。

進
入
車
両
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
田
無
警
察
に
取
り
締

ま
り
強
化
を
要
請
す
る
。
都
や

工
事
関
係
者
、
さ
ら
に
学
校
と

連
携
し
、
情
報
を
把
握
す
る
。

の
利
用
を
望
む
方
も
い
る
。
商

業
施
設
と
同
様
の
ル
ー
ル
適
用

は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

住
宅
と
し
て
土
地
利
用

を
続
け
た
い
方
に
は
、
一
定
の

配
慮
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

調
布
保
谷
線
の
ト
ン
ネ

ル
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

教
育
委
員
会
と
し
て
、

学
校
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、

駅
周
辺
の
共
同
ビ
ル
化
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

街
区
再
編
ま
ち
づ
く
り

制
度
を
説
明
し
、
機
運
が
高
ま

っ
た
地
区
の
地
元
地
権
者
の
話

し
合
い
に
専
門
家
を
派
遣
し
、

合
意
形
成
を
後
押
し
し
た
い
。

都
市
計
画
道
路
用
地
内

の
地
権
者
に
は
、
住
宅
と
し
て

第
２
回
定
例
会
で
、
28
人
の
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
の

主
な
内
容
で
す
。
各
議
員
が
執
筆
し
、
そ
の
責
任
の
も
と
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
８
月
中
旬
に
発
行
予
定
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ

さ
い
︵
市
内
各
図
書
館
・
両
庁
舎
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

議
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
︶

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
中
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調布保谷線のトンネル工事（住吉町５丁目付近）

見
意

弁
答

弁
答

弁
答

弁
答

長
育
教

長
育
教

長
育
教

長
部




